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神緑会学術誌 第23巻2007年
曜 躍
神戸大学大学院医学系研究科眼科学分野
塚 原 康 友(61年卒)
教 室 の 沿 革
当教室 は,初 代教授 とな られる井街譲先生が当時の
兵庫県立神戸病院眼科部長 と して1943年に赴任 された
ことには じま ります,井 街先生は1947年か ら1973年ま
で教授 として在籍 され,そ の後,諌 山義正教授(1973
年～1984年),山本節教授(1984年～1999年)を経 て,
2000年か ら四代 目の根木昭教授が主宰 してい ます.そ
れまでの教室の専 門分野であった神経眼科,小 児眼科
のみな らず,根 木教授 の専門である緑 内障,網 膜硝子
体疾患 も教室 の大 きな柱 とな りま した.そ れ以外 に
も,角 膜,ぶ どう膜 眼窩な どの専門外来 も充実 して
お り,全 国的に も比較的珍 しい眼領域全 ての部位 に対
応出来る施設であると自負 しています.な お,教 室へ
の入局者数は,昭 和50年代後半か ら増 え始め,新 臨床
研修 制度が始 まるまでは少な くとも毎年数名,多 けれ
ば10名以上が入局 していたため大所帯 とな り,現 在 ま
でで同窓会員は316名です.
教室 の現状
現在,当科に所属する医師は教官が9名,大 学院生
12名(うち1名 が海外留学 中,1名 が海外 か らの留学
生),医員6名,専 攻医2名 です.卒 後研修終了後の専
門研修先 として大学 を選ぶ人が少な く各教室 とも人員
減 に苦労 しているようで,当 教室 も例外 ではあ りませ
ん.本 学関係病 院の常勤 医師数はこの4年 間で77名か
ら48名と約6割の規模 に減少 し,地 域 医療 に大 きな影
響が 出てい ます.こ の様 な現状 に もかか わ らず,学
生,研 修医の多 くは,何 者かの陰謀に よるのか 「眼科
医はすでに飽和 している」 と信 じ込んでお り,強 力 な
リクルー トを行 う必要 に迫 られてい ます.
さて,診 療科 と しての実績は,2005年度の外 来患者
数43,319人,初診患者数2,492人で した.手 術件数 は
1294例で,約60%が硝子体手術,緑 内障手術,角 膜移
植,眼 腫瘍 などの難治性疾患 となっています.外 来患
者,手 術件数 とも診療科 としては院内で トップです.
初診 は月曜か ら金曜 まで毎 日,手 術 日以外の月,水,
金には専 門外来(再 診)を 行 ってお ります.そ のため
月,水,金 の外来の混雑ぶ りはす さまじい ものです.
眼科領域 の診断技術の発展に伴い,特 殊器材 による検
査項 目も増加する傾向 にあるため,病 診連携 を密 にす
一105一
るな どの努力 を行 って も待 ち時間の解消がなかなかな
されず,困 った ものです.ち なみに専 門外 来の概 要は
以下 の通 りです,
月曜:ぶ どう膜,黄 斑,眼 窩.
水曜:角 膜 コンタク ト,神経 小児,斜 視弱視
木曜:ロ ービジ ョン.金 曜:網 膜 緑内障
入 院病床数は33床です が こちらも慢 性的にパ ンク状
態 なため病棟 医長が常 に対応 のため奔走 しています.
平均在院 日数は最近 は8日 近 くまで短縮 され,担 当医
の書類仕事 は半端 な ものではあ りませんが,み んな よ
く頑張 って くれています.
研究分野 に関 しては,以 下 のようなグループに分 か
れ研 究 を行 ってお ります.神 経 眼科,緑 内障 グルー
プ:難 治視神経疾患 ならびに緑内障性視神経症 を中心
とした網膜 内神経変性疾患 における神経 ・グ リア相互
作用 の実験 的 ・臨床的解析 と治療方法の開発.網 膜 ・
黄斑 グル ープ:加 齢性黄斑変 性症 における細胞の加齢
変化 とその制御 および遺伝子多型の影響 未熟児網膜
症の発生機序 の解 明 とその治療,増 殖硝子体網膜症に
お ける網膜色 素上皮細胞 の役割.角 膜 グループ:角 膜
創傷 治癒 過程 にお け る細胞,細 胞外 マ トリックス代
謝,サ イ トカイ ンの解析,羊 膜移植 による角結膜の再
建,免 疫,腫 瘍 グルー プ:眼 部悪性腫瘍 に関連す る全
国疫学調査,バ セ ドウ病眼症 に対す る治療.
さて,現 在の教室 は大学 にあ りが ちな封建 的雰囲気
がな くリベラルなのが特徴 と言えます.ま た,最 近は
卒後教育 に特 に力を入れてお り,教 室全体 としての術
前 退院 カンファレンス以外に各専門外来のカ ンファ
レンスが毎 日の ようにあ り,さ らには毎週専攻医,研
修医のための講義が行われてお ります.大 学院生につ
いては従来 より行っていた海外留学以外 に,必 要に応
じ国内の他大学へ派遣す ることも行 ってお り,適切 な
研究環境が与 えられるよう配慮 されています.皆 それ
ぞれ多忙 な中にも充実 した 日々を過 ごしてお り,今 後
ます ますの発展が期待で きます.
学会 に関 しては,根 木教授着任後 まもな くの2000年
10月に第39回日本網膜硝子体学会総会 を主催,2006年
9月には第17回日本緑内障学会 を主催 しま した.さ ら
に今後の予定 として,2009年には第32回日本眼科手術
学会,2010年には第64回日本臨床眼科学会の2つ の大
規模 な全国学会主催が決 まってお ります.
現在,医 療 は種々の点 において厳 しい環境におかれ
ていますが,教 室一丸 とな り逆風 を耐え抜 き,よ り良
い医療 を目指 してい きたい と考えてお ります,
今後 ともご支援のほど,よ ろ しくお願 い申し上げま
す,
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